
社
会
の
流
動
性
と
レ
ジ
リ
ア
ン
ス

loo　（leo）

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
人
間
と
自
然
の
相
互
作
用
の
総
合
的
研
究
の
成
果
か
ら

窪

田

順

平

【
要
約
】
　
地
球
研
・
イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
中
央
ユ
～
ラ
シ
ア
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
過
去
…
○
○
○
年
間
の
気
候
・
環

境
変
動
を
多
様
な
手
法
で
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
す
る
入
間
の
応
答
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
申
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
生
態
環
境

は
、
大
陸
ス
ケ
ー
ル
の
東
西
の
降
水
量
分
布
と
季
節
性
の
違
い
、
最
北
の
気
温
差
に
起
因
す
る
多
様
性
と
、
わ
ず
か
な
気
候
の
ゆ
ら
ぎ
で
乾
燥
・
半
乾
燥

が
入
れ
替
わ
る
変
動
性
と
を
有
す
る
。
開
放
的
な
地
形
も
あ
っ
て
、
遊
牧
と
い
う
移
動
性
の
高
い
生
業
は
、
多
様
で
変
動
の
大
き
い
環
境
と
調
和
的
で
あ

っ
た
。
一
方
で
水
資
源
の
稀
少
性
は
、
農
業
集
団
に
も
時
と
し
て
移
動
や
生
業
の
転
換
を
強
い
た
。
こ
う
し
た
移
動
性
の
高
さ
、
社
会
の
流
動
性
が
、
中

央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
根
底
に
あ
る
。
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
社
会
の
移
動
性
の
高
さ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
海
域
社
会
と
同
形
性
を
有
す
る
。
東
南
ア
ジ
ア

の
海
域
社
会
は
、
そ
の
流
動
性
の
高
さ
が
災
害
に
対
す
る
社
会
の
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
を
発
揮
す
る
と
さ
れ
る
が
、
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
に
も
、
同
様
な
傾
向

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
六
巻
一
号
　
二
〇
一
三
年
一
月

第
一
章
は
じ
め
に

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
中
央
部
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
中
国
の
西
北
部
、
中
央
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
経
て
、
ア

フ
リ
カ
大
陸
北
部
へ
と
つ
な
が
る
広
大
な
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
広
大
な
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
は
、
気
温
や
降
水
量
と

い
っ
た
気
候
の
変
化
に
敏
感
な
地
域
で
あ
り
、
「
乾
燥
」
と
「
半
乾
燥
」
と
が
わ
ず
か
な
気
候
の
変
化
に
よ
っ
て
時
代
と
と
も
に
入
れ
替
わ
り
、



社会の流動性とレジリアンス（窪圏）

過
去
の
気
候
の
変
動
と
そ
れ
に
対
す
る
人
問
の
対
応
と
、
そ
し
て
人
間
活
動
が
環
境
に
与
え
る
影
響
と
の
双
方
を
自
然
科
学
、
人
文
社
会
科
学

の
両
面
か
ら
歴
史
的
に
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
で
も
あ
る
（
U
σ
O
吋
O
旨
障
魯
　
Φ
け
　
9
0
一
　
ト
O
O
O
①
）
。
こ
の
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
の
中
で
、
中
国
の
新
彊

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
な
ど
中
央
ア
ジ
ア
各
国
お
よ
び
そ
の
周
辺
部
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
の
中
央
の
、
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
深
奥
部
」
と
呼
ぶ
べ
き
位
置
に
あ
り
、
天
山
山
脈
や
パ
ミ
ー
ル
高
原
な
ど
高
山
に
抱
か
れ
た
氷
河
に
灘
養
さ

れ
る
河
川
の
存
在
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
深
奥
部
」
を
こ
こ
で
は
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
人
間
と

自
然
の
歴
史
を
、
資
源
利
用
、
生
業
の
変
遷
と
い
う
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
が
、
一
一
〇
〇
七
年
か
ら
五
年
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
（
以
下
、
地
球
研
）
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
民
族
／
国
家
の
交
錯
と
生
業
変
化
を
軸
と
し
た
環
境

史
の
解
明
一
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
半
乾
燥
域
の
変
遷
」
、
通
称
イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
地
球
研
と
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
り
立
ち
に
つ

い
て
、
し
ば
し
紙
幅
を
費
や
す
こ
と
を
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

　
地
球
研
は
、
二
〇
〇
一
年
に
地
球
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た
学
問
的
基
盤
形
成
の
た
め
の
総
合
研
究
に
特
化
し
た
中
核
機
関
と
し
て
、
文

部
科
学
省
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
初
代
の
故
日
高
敏
隆
所
長
の
三
口
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
「
い
わ
ゆ
る
地
球
環
境
問
題
の

根
源
は
、
自
然
に
挑
み
支
配
し
よ
う
と
し
て
き
た
人
間
の
生
き
方
、
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
と
ば
の
最
も
広
い
意
味
に
お
け
る
人
間
の
「
文
化
」

の
問
題
で
あ
る
」
と
の
基
本
認
識
に
立
つ
。
こ
れ
は
、
環
境
問
題
は
単
に
環
境
技
術
、
環
境
政
策
の
問
題
で
は
な
く
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・

文
化
と
極
め
て
深
く
関
連
し
た
重
層
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
含
意
し
、
複
雑
な
人
間
と
い
う
存
在
と
自
然
と
の
多
様
な
関
係
を
「
人
間
と
自

然
の
相
互
作
用
環
」
と
よ
び
、
理
系
・
文
系
と
い
っ
た
分
野
を
超
え
た
統
合
的
な
研
究
に
よ
る
人
間
と
自
然
の
相
互
作
用
環
の
解
明
を
通
じ
、

「
未
来
可
能
性
」
の
あ
る
社
会
を
探
求
す
る
こ
と
で
、
地
球
環
境
問
題
の
解
決
に
資
す
る
こ
と
目
標
と
し
て
い
る
。
統
合
的
な
研
究
を
行
う
た

め
、
既
存
の
学
問
分
野
に
基
づ
く
部
門
制
を
と
ら
ず
、
「
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
方
式
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　
創
設
直
後
に
開
始
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
に
、
「
水
資
源
変
動
負
荷
に
対
す
る
オ
ア
シ
ス
地
域
の
適
応
力
評
価
と
そ
の
歴
史
的
変

遷
（
代
表
・
申
尾
正
義
、
通
称
オ
ア
シ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
」
が
あ
る
。
オ
ア
シ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
中
国
西
北
部
の
河
西
回
廊
の
主
要
河
川
の
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ひ
と
つ
で
あ
る
里
…
河
流
域
に
お
い
て
、
年
輪
や
氷
河
の
ア
イ
ス
コ
ア
、
湖
底
の
堆
積
物
、
さ
ま
ざ
ま
な
史
資
料
な
ど
に
よ
っ
て
環
境
変
動
を
明

ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
環
境
変
動
に
対
す
る
人
間
の
適
応
と
人
間
活
動
が
引
き
起
こ
す
環
境
変
動
へ
の
影
響
の
解
明
を
、
こ
の
地
域
で
も
っ

と
も
制
約
と
な
る
水
資
源
に
焦
点
を
お
い
て
考
察
し
た
。

　
こ
れ
に
続
く
イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
オ
ア
シ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
考
え
方
に
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
の
主
要
な
生
業

で
あ
る
遊
牧
を
支
え
る
草
原
の
変
動
に
着
目
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
領
域
は
、
中
国
・
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
キ
ル
ギ
ス
の
三
ヶ
国
が
接
す

る
国
境
付
近
を
源
流
と
し
、
中
国
側
の
イ
リ
盆
地
を
潤
し
、
国
境
を
越
え
て
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
へ
と
流
れ
、
バ
ル
ハ
シ
湖
に
至
る
イ
リ
川
と
そ
の

周
辺
地
域
で
あ
る
。
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
環
境
問
題
と
し
て
は
、
二
〇
世
紀
後
半
に
社
会
主
義
計
画
経
済
下
で
の
大
規
模
農
業
開
発
に
よ
り
、

北
海
道
ほ
ど
の
広
が
り
を
持
つ
、
世
界
で
第
四
番
目
の
面
積
を
持
つ
ア
ラ
ル
海
が
、
わ
ず
か
四
〇
年
並
の
う
ち
に
ほ
ぼ
干
上
が
っ
た
し
ま
っ
た

悲
劇
を
、
多
く
の
方
が
ご
存
じ
で
あ
ろ
う
（
た
と
え
ば
、
石
田
、
二
〇
一
〇
）
。
ア
ラ
ル
海
の
悲
劇
の
直
接
の
原
因
は
、
ソ
連
邦
時
代
に
外
貨
獲
得

手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
着
目
さ
れ
た
綿
花
栽
培
の
拡
大
に
よ
る
灌
概
用
水
の
過
剰
利
用
、
す
な
わ
ち
国
策
と
し
て
行
わ
れ
た
大
規
模
な
自
然
改

造
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
～
八
世
紀
の
露
清
に
よ
る
こ
の
地
域
へ
の
勢
力
の
拡
大
と
、
特
に
ソ
連
邦
下
で
の
、
遊
牧
民
の
定
住

化
、
農
業
化
、
集
団
化
に
よ
る
「
近
代
的
」
な
農
業
の
導
入
に
よ
る
社
会
の
変
容
、
す
な
わ
ち
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
側
か
ら
見
れ
ば
消
極
的
な

「
近
代
」
の
受
容
（
小
長
谷
・
渡
邊
、
二
〇
一
二
）
の
理
解
な
し
に
は
、
問
題
の
本
質
は
見
え
て
こ
な
い
。
近
代
以
前
の
こ
の
地
域
の
自
然
環
境

と
そ
れ
に
適
応
し
た
生
業
の
形
態
、
そ
し
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
移
動
と
そ
れ
に
よ
る
農
法
な
ど
の
伝
播
と
変
容
な
ど
、
近
代
化
の
中
で
何
が

失
わ
れ
た
か
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
過
去
と
現
代
を
つ
な
ぎ
、
分
野
横
断
的
な
統
合
的
な
研
究
に
よ
っ

て
、
現
代
文
明
の
ひ
ず
み
と
も
言
え
る
環
境
問
題
の
本
質
を
捉
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
明
ら
か
に
な
っ
た
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
人
と
自
然
の
営
み
の
歴
史
的
変
遷
を
た
ど
り
な
が
ら
、
ア
ラ
ル

海
問
題
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
深
奥
部
と
い
う
地
域
を
再
考
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
移
動
性
の
高
い
社
会
に
お
け
る
自
然
と

人
間
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か
の
考
察
を
試
み
る
。
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第
二
章
　
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
生
態
系
・
生
業
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団

一
　
地
形
と
気
候

社会の流動性とレジリアンス（窪田）

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
中
央
部
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
は
じ
ま
り
、
西
へ
中
国
の
西
北
部
、
中
央
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
ア
ラ
ビ
ア
半
島

を
経
て
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
北
部
へ
と
つ
な
が
る
広
大
な
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
拡
が
り
に
は
、
世
界
第
一
位
の
面
積
を

持
つ
サ
ハ
ラ
沙
漠
、
そ
れ
に
続
く
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
な
ど
、
世
界
の
主
要
な
沙
漠
が
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
の
中
で
、
中
国
・
新
彊
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
と
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
な
ど
の
中
央
ア
ジ
ア
各
国
、
お
よ
び
そ
の
周
辺
部
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

の
中
央
の
「
深
奥
部
」
に
あ
り
、
天
山
山
脈
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
な
ど
の
氷
河
に
よ
っ
て
淫
養
さ
れ
る
河
川
が
存
在
す
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
中
央
部
分
に
広
が
る
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
系
の
諸
言
語
を
用
い
る
諸
民
族
が
居
住
す
る
地
域

を
広
く
指
す
文
化
的
な
地
域
概
念
で
あ
る
（
小
松
、
二
〇
〇
〇
）
。
地
理
的
に
は
、
東
は
東
北
ア
ジ
ア
、
西
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
は
北
氷
洋
ま

で
広
が
り
、
南
は
黄
河
、
毘
喬
山
脈
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
、
イ
ラ
ン
高
原
、
カ
フ
カ
ス
山
脈
で
区
切
ら
れ
た
広
大
な

地
域
を
指
す
。

　
こ
の
広
大
な
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
に
は
、
平
坦
な
沙
漠
や
草
原
が
拡
が
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
南
に
チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
古
儀
を
か
た
ち

づ
く
る
祁
連
山
脈
、
毘
喬
山
脈
が
あ
り
、
そ
の
中
央
を
東
か
ら
西
へ
と
連
な
る
天
山
山
脈
な
ど
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
西
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
、

カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
か
ら
続
く
パ
ミ
ー
ル
高
原
が
聾
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
山
々
は
標
高
が
七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
高
峰
も
あ
り
、
夏
で

も
雪
に
覆
わ
れ
、
多
く
の
氷
河
が
存
在
す
る
。
水
蒸
気
を
含
ん
だ
気
流
は
、
山
岳
地
域
に
ぶ
つ
か
る
と
地
形
に
し
た
が
っ
て
上
昇
す
る
が
、
そ

の
結
果
気
温
が
下
が
っ
て
大
気
に
含
み
き
れ
な
く
な
っ
た
水
蒸
気
は
降
水
と
な
っ
て
地
上
に
降
り
注
ぐ
。
こ
の
た
め
一
般
に
山
岳
地
で
は
標
高

が
高
く
な
る
に
従
っ
て
降
水
量
が
増
加
す
る
。
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
の
よ
う
に
降
水
量
の
少
な
い
地
域
で
も
、
こ
う
し
た
山
岳
地
形
の
効
果
に
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よ
っ
て
低
地
に
比
べ
る
と
相
対
的
に
大
き
な
降
水
量
が
山
岳
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
、
氷
河
を
形
成
す
る
（
た
と
え
ば
、
中
尾
二
〇
〇
六
）
。
近
年

の
気
候
変
動
に
よ
っ
て
氷
河
が
縮
小
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
山
々
か
ら
の
雪
や
氷
河
の
融
け
水
は
、
今
で
も
山
の
麓
に
流
れ
出

し
て
、
こ
の
水
の
乏
し
い
地
域
に
あ
っ
て
例
外
的
に
水
に
恵
ま
れ
た
景
観
を
作
り
出
し
、
乾
き
き
っ
た
大
地
の
中
の
文
字
通
り
オ
ア
シ
ス
と
し

て
、
そ
こ
だ
け
に
入
間
が
営
み
を
な
し
得
る
空
間
と
し
て
存
在
す
る
。

　
数
千
年
も
昔
か
ら
こ
う
し
た
オ
ア
シ
ス
周
辺
で
は
農
業
が
行
わ
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
特
に
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
、
さ
ら
に
そ
の
中
央
に

大
き
く
広
が
る
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
（
タ
リ
ム
盆
地
）
の
南
縁
、
北
縁
の
山
麓
部
扇
状
地
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
北
の
天
山
山
脈
、
南
の
箆
需
山
脈

か
ら
流
れ
出
る
河
川
が
オ
ア
シ
ス
を
作
り
出
し
て
い
る
。
オ
ア
シ
ス
周
辺
を
潤
し
た
水
は
、
さ
ら
に
下
流
へ
と
流
れ
下
っ
て
沙
漠
の
中
へ
と
消

え
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
に
海
へ
の
出
口
を
も
た
な
い
河
川
を
内
陸
河
川
と
呼
ぶ
。
内
陸
河
川
は
場
所
に
よ
っ
て
は
、
沙
漠
の
中
に
湖
を
形
成
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
中
国
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
境
地
帯
を
源
流
と
し
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
の
北
島
、
天
山
山
脈
に
沿
っ
て
流
れ
る
タ
リ

ム
河
は
、
中
国
最
大
の
内
陸
河
川
で
あ
る
。
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
地
理
学
、
歴
史
学
、
考
古
学
な
ど
様
々
な
分
野
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ス

ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
や
ス
タ
イ
ン
が
そ
の
所
在
や
成
因
を
め
ぐ
っ
て
論
争
を
繰
り
広
げ
た
幻
の
湖
・
ロ
ブ
ノ
ー
ル
も
か
つ
て
は
タ
リ
ム
河
に
つ

な
が
っ
て
、
そ
の
来
端
湖
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
現
在
の
日
本
で
は
、
旧
ソ
連
邦
に
属
し
て
い
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ

ス
タ
ン
の
各
共
和
国
を
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
と
よ
ぶ
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
気
候
や
水
資
源
、
生
態
系
と
い
っ
た
自
然
地
理
的
な

要
素
を
多
く
取
り
扱
う
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
中
央
ア
ジ
ア
五
力
国
に
加
え
、
中
国
の
新
出
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
を
含
め
た
地
域
を
主
た
る
対
象

と
し
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
中
央
部
と
い
う
意
味
を
込
め
て
、
こ
れ
を
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
し
て
取
り
扱
う
。
時
代
や
事
象
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
広

い
、
そ
の
外
側
の
地
域
を
含
ん
だ
ま
と
ま
り
と
し
て
扱
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
む
ろ
ん
あ
る
が
、
東
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
も
よ
ば
れ
た
こ
の

地
域
を
申
核
と
し
て
扱
う
。
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2

多
様
な
気
候
・
生
態
系
と
農
牧
複
合

　
申
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
気
候
は
、
特
に
北
側
の
天
山
山
脈
周
辺
地
域
は
、
冬
季
に
発
達
す
る
シ
ベ
リ
ア
高
気
圧
と
偏
西
風
に
よ
っ
て
移
動
し
て

く
る
低
気
圧
と
に
支
配
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
山
脈
の
配
列
に
よ
る
地
形
の
影
響
を
受
け
た
地
域
性
を
持
っ
て
い
る
（
奈
良
問
、
二
〇
〇
二
）
。
降
水

の
起
源
で
あ
る
水
蒸
気
は
、
お
も
に
西
の
大
西
洋
、
地
中
海
か
ら
偏
西
風
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
。
天
山
山
脈
の
北
側
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
よ
り

西
で
は
冬
雨
型
で
一
二
月
頃
と
春
先
の
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
雨
が
多
い
。
年
降
水
量
は
西
側
が
多
く
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア
ル
マ
ト
ゥ
で

は
七
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
（
以
下
「
ミ
リ
」
と
記
す
）
程
度
の
年
降
水
量
が
あ
る
が
、
東
側
（
内
陸
側
）
へ
行
く
に
し
た
が
っ
て
減
少
す
る
。
新

建
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
首
都
ウ
ル
ム
チ
で
は
冬
の
降
水
量
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
春
先
と
九
月
頃
に
比
較
的
雨
が
多
い
夏
雨
型
と
な
る
が
、
年
降

水
量
は
二
七
〇
ミ
リ
程
度
と
少
な
い
。
南
側
の
地
域
は
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
の
モ
ン
ス
ー
ン
に
よ
っ
て
水
蒸
気
が
供
給
さ
れ
、
夏
季
に
カ
ラ
コ
ル

ム
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
南
面
で
多
量
の
降
水
を
み
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
、
チ
ベ
ッ
ト
高
原
を
越
え
、
さ
ら
に
毘
喬
山
脈
で
ほ
と
ん
ど
の
水
蒸
気

は
降
水
に
変
わ
る
。
北
の
天
山
山
脈
、
南
の
養
畜
山
脈
、
さ
ら
に
西
の
パ
ミ
ー
ル
高
原
に
囲
ま
れ
た
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
は
、
ど
の
方
向
か
ら

の
水
蒸
気
供
給
が
限
ら
れ
る
た
め
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
最
も
降
水
量
の
少
な
い
地
域
で
あ
り
、
年
降
水
量
も
一
〇
〇
ミ
リ
に
満
た
な
い
場
所

が
多
い
。

　
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
は
、
高
山
と
草
原
、
オ
ア
シ
ス
、
沙
漠
と
い
っ
た
景
観
が
展
開
し
、
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
と
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
が
ち

だ
が
、
そ
の
生
態
系
は
多
様
で
あ
る
。
そ
の
多
様
性
を
つ
く
り
出
す
要
素
の
ひ
と
つ
は
、
降
水
量
の
東
西
の
大
き
な
傾
度
と
季
節
性
の
違
い
で

あ
る
。

　
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
よ
り
も
さ
ら
に
東
に
位
置
す
る
モ
ン
ゴ
ル
高
原
は
、
東
か
ら
の
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
が
強
く
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
年
降

水
量
も
ふ
た
た
び
増
加
し
、
夏
号
型
気
候
と
な
る
。
夏
雨
の
植
生
へ
恩
恵
は
大
き
く
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
草
原
の
生
産
力
は
他
と
比
べ
て
大
変

大
き
い
。
こ
の
草
原
の
大
き
な
生
産
力
は
、
家
畜
の
群
れ
の
中
に
去
勢
オ
ス
の
存
在
を
許
容
す
る
。
開
放
的
な
地
形
と
相
ま
っ
て
、
去
勢
オ
ス
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を
多
く
含
む
家
畜
の
群
れ
は
移
動
の
原
動
力
と
な
り
、
か
つ
て
は
騎
馬
集
団
の
軍
事
的
優
位
性
を
支
え
た
。
そ
れ
は
雷
っ
て
み
れ
ば
騎
馬
集
団

に
よ
る
軍
事
的
な
略
奪
経
済
で
あ
り
（
小
長
谷
、
二
〇
〇
七
）
、
都
市
は
政
治
的
な
機
能
が
強
く
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
で
は
経
済
的
な
発
展
を
と
げ

た
都
市
は
む
し
ろ
少
な
い
。
～
方
、
降
水
量
が
少
な
く
、
山
地
の
多
い
西
ア
ジ
ア
で
は
、
農
耕
民
と
牧
民
は
別
々
の
集
団
と
し
て
分
化
す
る
こ

と
で
限
ら
れ
た
水
資
源
と
生
物
生
産
を
活
用
し
、
両
者
を
つ
な
ぐ
都
市
に
お
け
る
交
換
経
済
が
発
達
し
た
（
応
地
、
二
〇
〇
九
）
。
現
在
の
中
央

ア
ジ
ア
諸
国
に
相
当
す
る
地
域
は
、
そ
れ
ら
の
中
間
に
あ
っ
て
、
豊
か
な
草
原
は
存
在
す
る
が
、
地
中
海
性
の
冬
雨
型
気
候
の
た
め
夏
の
乾
燥

が
強
く
、
モ
ン
ゴ
ル
に
比
べ
る
と
生
産
力
は
劣
る
。
そ
れ
を
農
耕
で
補
間
す
る
多
様
な
農
牧
複
合
が
存
在
し
た
。
ま
た
、
天
山
山
脈
な
ど
山
岳

地
域
の
高
標
高
地
に
、
中
国
の
ユ
ル
ド
ゥ
ス
高
原
や
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア
シ
ー
ル
高
原
と
い
っ
た
豊
か
な
草
原
が
存
在
す
る
。
天
山
山
脈
は
、

南
面
は
急
峻
で
北
面
は
緩
や
か
な
、
南
北
に
非
対
称
な
地
形
を
呈
す
る
が
、
そ
の
構
造
が
つ
く
り
出
す
標
高
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
広
が

る
高
原
で
あ
る
。
夏
は
こ
う
し
た
高
標
高
地
の
草
原
を
利
用
し
、
冬
季
は
標
高
が
低
い
地
域
に
居
住
す
る
、
標
高
差
を
利
用
し
た
移
牧
の
形
態

は
、
現
在
で
も
見
ら
れ
る
。

　
応
地
（
二
〇
一
二
）
は
、
徹
底
し
た
現
地
調
査
に
基
づ
い
て
、
農
業
や
牧
畜
業
の
形
態
に
大
き
く
影
響
す
る
降
水
量
と
そ
の
季
節
分
布
、
こ

の
地
域
の
中
心
を
東
西
に
走
る
天
山
山
脈
の
南
北
方
向
の
地
形
の
非
対
称
性
、
山
岳
地
域
の
降
水
や
氷
河
か
ら
の
融
雪
水
に
よ
る
「
利
水
資

源
」
な
ど
に
着
目
し
、
生
態
系
と
生
業
の
対
応
か
ら
、
ω
タ
リ
ム
盆
地
縁
辺
、
天
山
山
脈
と
箆
需
山
脈
の
山
麓
オ
ア
シ
ス
都
市
を
中
心
と
し
た

耕
種
主
業
地
域
、
②
天
山
山
脈
北
麓
の
農
牧
複
合
地
域
、
偶
そ
の
北
方
に
広
が
る
牧
畜
主
業
地
域
に
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
類
型
化
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
分
布
と
も
対
応
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
タ
リ
ム
盆
地
の
縁
辺
の
オ
ア
シ
ス
農
業
地
域
i
「
耕
種
主

業
地
域
」
に
つ
い
て
、
耕
種
技
術
、
す
な
わ
ち
灌
水
や
整
地
、
播
種
、
収
穫
、
加
工
に
至
る
一
連
の
流
れ
や
、
播
種
の
方
法
、
用
い
る
農
具
な

ど
の
詳
細
を
、
村
落
毎
、
お
よ
び
漢
族
、
ウ
イ
グ
ル
族
等
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
毎
に
比
較
し
、
技
術
の
東
西
の
伝
播
と
い
う
歴
史
的
な
考
察
も

含
め
て
、
生
態
系
、
生
業
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
た
。
応
地
の
描
き
出
し
た
類
型
は
、
前
近
代
の
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の

生
業
形
態
で
あ
る
が
、
既
に
述
べ
た
通
り
、
わ
ず
か
な
気
候
変
動
に
よ
っ
て
乾
燥
と
半
乾
燥
が
入
れ
替
わ
る
こ
の
地
域
で
は
、
そ
の
影
響
を
考
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察
す
る
こ
と
で
、
人
間
の
生
態
系
へ
の
影
響
と
気
候
・
生
態
系
の
変
化
に
対
す
る
適
応
の
両
面
が
考
察
で
き
る
。

社会の流動性とレジリアンス（窪田）

3

ア
ラ
ル
海
湖
底
の
遺
跡
ケ
ル
デ
リ

　
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
関
す
る
研
究
は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
そ
の
政
治
的
な
状
況
か
ら
旧
ソ
連
邦
諸
国
が
中
心
で
あ
っ
た
。
考
古
学
、
地

質
学
な
ど
、
現
代
で
も
十
分
通
用
す
る
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
が
、
例
え
ば
ア
ラ
ル
海
を
は
じ
め
と
し
た
湖
水
位
の
変
動
や
、
氷
河
の

ア
イ
ス
コ
ア
、
年
輪
な
ど
に
よ
る
気
候
復
元
は
、
ソ
連
邦
崩
壊
後
に
本
格
化
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
と
に
ア
ラ
ル
海
の
湖
水
位
変
動
は
、
皮

肉
な
こ
と
に
干
上
が
っ
た
湖
底
の
遺
跡
調
査
や
地
質
学
的
な
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
画
期
的
な
知
見
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ

が
、
ア
ラ
ル
海
の
干
上
が
っ
た
湖
底
で
二
〇
〇
一
年
に
発
見
さ
れ
た
ケ
ル
デ
リ
遺
跡
で
あ
る
。
ケ
ル
デ
リ
遺
跡
に
は
モ
ス
ク
が
残
っ
て
い
て
、

そ
こ
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
女
性
の
遺
体
が
有
名
で
あ
る
。
モ
ス
ク
の
周
辺
に
は
農
地
の
跡
が
あ
り
、
穀
類
、
お
そ
ら
く
は
麦
が
栽
培
さ
れ
、
そ

れ
を
挽
く
た
め
の
臼
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ケ
ル
デ
リ
遺
跡
の
調
査
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
考
古
学
研
究
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
中
央
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ジ
ア
、
ロ
シ
ア
、
そ
し
て
E
U
諸
国
の
研
究
者
が
参
加
し
た
学
際
的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
C
」
I
M
A
N
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
遺
跡

か
ら
ア
ラ
ル
海
の
南
西
側
の
地
域
で
中
世
後
半
に
多
く
使
わ
れ
た
特
徴
的
な
青
磁
が
出
土
し
、
ま
た
モ
ス
ク
に
用
い
ら
れ
た
建
築
材
の
年
代
測

定
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
遺
跡
が
　
三
世
紀
か
ら
～
五
世
紀
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
「
C
」
I
M
A
N
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
掘
削
さ
れ
た
ア
ラ
ル
海
湖
底
の
堆
積
物
コ
ア
の
分
析
か
ら
、
一
三
世
紀
に
急
激
な
塩
分
濃

度
の
上
昇
と
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
濃
度
の
大
き
な
変
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
ゆ
O
民
O
窪
（
9
δ
響
も
Q
O
一
〇
）
。
ア
ラ
ル
海
は
、

パ
ミ
ー
ル
高
原
を
源
流
と
す
る
シ
ル
ダ
リ
ヤ
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
二
大
河
川
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
二
つ
の
河
川
の
流
域
の
地
質

が
異
な
る
た
め
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
は
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
濃
度
が
高
く
、
シ
ル
ダ
リ
ヤ
の
そ
れ
は
低
い
。
堆
積
物
コ
ア
に
含
ま
れ
る
ス
ト
ロ

ン
チ
ウ
ム
濃
度
は
こ
の
時
期
大
き
く
低
下
し
て
お
り
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ
が
流
路
を
西
へ
と
変
え
、
現
在
の
ウ
ズ
ボ
イ
と
呼
ば
れ
る
場
所
を
通
っ
て

カ
ス
ピ
海
へ
と
流
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
当
時
の
遺
跡
の
分
布
な
ど
か
ら
、
シ
ル
ダ
リ
ヤ
の
水
も
か
な
り
の
部
分
が
ジ
ョ

107 （107）



ナ
ダ
リ
ヤ
と
よ
ば
れ
る
支
流
を
通
っ
て
ア
ム
ダ
リ
ヤ
に
合
流
し
、
遠
く
カ
ス
ピ
海
へ
と
流
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
＝
二
か

ら
｛
五
世
紀
の
水
位
の
低
下
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
水
位
の
低
下
は
約
二
五
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
二
〇
〇
二
年
頃
の
ア
ラ
ル
海

と
ほ
ぼ
同
程
度
で
、
現
在
の
大
ア
ラ
ル
と
よ
ば
れ
る
部
分
は
ほ
ぼ
干
上
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
河
川
の
流
路
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
、
そ
の
原
因
が
何
で
あ
る
に
せ
よ
、
傾
斜
が
緩
い
河
ロ
デ
ル
タ
な
ど
で
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は

な
い
。
＝
二
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
の
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
流
路
の
変
化
、
カ
ス
ピ
海
へ
の
流
入
、
ア
ラ
ル
海
の
水
位
低
下
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
さ

ま
ざ
ま
な
歴
史
文
書
に
関
連
す
る
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
（
u
d
O
N
O
勢
曽
・
N
O
一
〇
）
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
研
究
者
を
中
心
に
、
チ
ン
ギ
ス
ハ
ン
の
西
征
の
際
に
灌
概
施
設
（
ダ
ム
）
を
破
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
流
路
の
変
化
が
生
じ
た
と
考
え
る
意

見
が
根
強
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
中
世
の
水
位
の
変
化
（
流
路
の
変
化
）
は
、
約
一
〇
〇
年
の
間
隔
を
お
い
て
二
度
起
き
た
と
考
え
ら
れ
お
り
、

二
回
目
の
水
位
変
化
も
、
テ
ィ
ム
ー
ル
が
や
は
り
灌
概
施
設
を
破
壊
し
た
こ
と
を
原
因
と
す
る
説
が
あ
り
、
人
為
的
な
変
化
で
あ
っ
た
と
の
見

解
を
示
す
砥
究
者
も
多
い
。
し
か
し
、
灌
概
施
設
の
破
壊
は
最
初
の
流
路
の
変
動
を
説
明
で
き
る
が
、
流
路
が
元
に
戻
る
こ
と
は
説
明
で
き
な

い
。
ど
う
も
破
壊
（
人
為
）
説
は
、
チ
ン
ギ
ス
ハ
ン
に
は
じ
ま
る
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
攻
を
受
け
た
ロ
シ
ア
な
ど
の
、
侵
略
者
に
対
す
る
あ
る
種
の

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
じ
u
霞
9
置
旧
（
N
O
一
9
に
よ
れ
ば
、
；
一
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
に
か
け
て
の
水
位
低
下
は
、
特
に
そ
の
終
わ
り
（
湖
の
復
活
）

の
時
期
に
つ
い
て
不
明
確
な
部
分
も
多
い
が
、
中
断
期
問
も
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
わ
ず
か
一
〇
〇
年
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
そ
の
原
因
で
は
な
い
。
こ
の
中
断
期
間
も
含
む
わ
ず
か
な
問
に
、
干
上
が
っ
た
湖
底
に
人
び
と
が
住
み
つ
い
て
農
耕

を
営
み
、
集
落
を
作
り
、
そ
し
て
モ
ス
ク
を
建
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
堆
積
層
は
、
現
在
の
湖
底
表
層
と
同
じ
く
塩
分
濃
度
が
き
わ

め
て
高
く
、
現
在
と
同
様
な
環
境
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
の
水
位
低
下
に
よ
っ
て
、
湖
底
に
大
量
に
析
出
し
た

塩
を
含
む
ダ
ス
ト
が
、
周
囲
の
住
民
に
多
大
な
健
康
被
害
を
与
え
た
。
そ
れ
と
同
様
な
状
況
が
生
じ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
決
し
て
当
時
の
環

境
が
素
晴
ら
し
い
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
場
所
が
、
移
動
を
繰
り
返
す
遊
牧
民
に
よ
っ
て
牧
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
だ
け
で
は
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な
く
、
　
般
に
は
定
住
性
の
高
い
と
遵
わ
れ
る
農
耕
民
に
よ
る
集
落
が
成
立
し
、
モ
ス
ク
ま
で
建
設
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
こ
そ
が
興
味
深
い
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
中
央
部
に
広
が
る
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
で
は
、
人
び
と
は
ご
く
当
た
り
前
に
環
境
の
変
動
に
応
じ
て
時
代
に
よ
っ
て
住
む
場
所

を
変
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
人
問
集
団
の
移
動
性
の
高
さ
が
、
多
様
な
文
化
を
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
が
共
存
す
る
、
い
わ

ば
多
元
的
な
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
つ
く
り
出
す
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ラ
ル
海
問
題
を
、
社
会
主
義
計
画
経
済
下
で
の

近
代
的
農
業
開
発
の
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
い
が
、
か
つ
て
遊
牧
と
い
う
生
業
が
営
ま
れ
て
い
た
と
い
う

地
域
の
歴
史
を
見
ず
に
そ
れ
を
語
る
こ
と
は
、
一
面
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
①
ド
イ
ツ
地
球
科
学
研
究
所
が
中
心
と
な
っ
て
、
気
候
学
、
地
質
学
、
考
古
学
、
　
　
ル
海
地
域
の
生
態
系
と
人
間
に
与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

　
　
生
物
学
等
を
専
門
と
す
る
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
　
　
　
　
　
て
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
工
○
〇
六
年
に
か
け
て
ア
ラ
ル
海
の
湖
底
堆
積
物
の
採
取
、

　
　
ン
な
ど
の
研
究
者
が
参
加
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
過
去
の
気
候
変
動
が
ア
ラ
　
　
　
　
　
考
古
学
調
査
等
を
行
い
、
多
く
の
成
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

第
三
章
　
過
去
一
〇
〇
〇
年
の
環
境
変
動
と
そ
の
適
応

社会の流動性とレジリァンス（窪田）

1

気
候
変
動
と
水
資
源
・
草
原

　
乾
燥
・
乾
燥
地
域
の
生
業
と
気
候
変
動
と
の
関
連
を
考
え
る
と
き
、
農
業
に
お
い
て
は
降
水
、
気
温
と
い
っ
た
基
本
的
な
要
素
に
加
え
、
降

水
の
み
で
農
業
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
虚
礼
に
よ
る
農
業
が
発
達
し
た
こ
と
か
ら
、
河
川
流
量
の
変
化
も
重
要
な
要
素
と
な
る
。
こ
う

し
た
点
に
着
目
し
、
筆
者
ら
は
オ
ア
シ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
青
海
省
の
祁
連
山
脈
に
源
流
を
発
し
、
甘
粛
省
に
入
っ
て
河
西
回
廊
の

張
摘
、
酒
泉
と
い
っ
た
オ
ア
シ
ス
都
市
群
を
経
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
へ
と
流
れ
る
黒
河
流
域
に
お
い
て
、
過
去
二
〇
〇
〇
年
間
の
河
川
流

出
量
を
復
元
し
（
ω
鋤
野
晒
一
　
Φ
什
　
巴
・
鱒
〇
一
ト
○
）
、
さ
ら
に
過
去
の
農
地
で
の
水
利
用
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
気
候
変
動
と
人
間
活
動
が
末
端
湖
の
水
位
へ

与
え
る
影
響
を
議
論
し
た
。
～
方
、
牧
畜
、
特
に
自
然
草
地
に
依
存
す
る
遊
牧
に
関
し
て
は
、
草
原
の
状
態
と
の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
は
容
易

に
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
気
候
変
動
に
と
も
な
っ
て
草
原
の
分
布
や
生
産
力
が
変
化
し
、
過
去
に
お
い
て
も
放
牧
地
の
選
択
や
季
節
移
動
の
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パ
タ
ー
ン
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
実
証
的
に
検
討
さ
れ
た
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
は
、
氷
河
の
ア
イ
ス
コ
ア
、
樹
木
年
輪
、
バ
ル
ハ
シ
湖
の
湖
底
堆
積
物
な
ど
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
う
と
も
に
、
先
行
研
究
の
デ
ー
タ

も
用
い
、
過
去
一
〇
〇
〇
年
に
わ
た
る
こ
の
地
域
の
気
温
、
降
水
量
、
湖
水
位
の
変
化
と
い
っ
た
気
候
変
動
と
湖
の
環
境
を
復
元
し
た
。
ま
た
、

復
元
さ
れ
た
気
温
、
降
水
量
を
基
に
、
河
川
の
流
出
量
と
と
も
に
過
去
一
〇
〇
〇
年
間
の
イ
ネ
科
草
本
の
潜
在
的
分
布
を
復
元
し
、
歴
史
史
料

な
ど
か
ら
明
ら
か
に
し
た
遊
牧
民
の
活
動
地
域
な
ど
と
の
関
わ
り
を
調
べ
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
を
議
論
す
る
。

2

気
候
・
環
境
変
動
の
復
元
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過
去
の
気
候
変
動
を
知
ろ
う
と
す
る
と
き
、
現
在
わ
た
し
た
ち
が
手
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
温
度
計
や
雨
量
計
を
使
っ
て
観
測
さ
れ
た
気
象

デ
ー
タ
は
、
古
く
か
ら
観
測
が
は
じ
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
も
た
か
だ
か
二
〇
〇
年
に
満
た
な
い
。
こ
の
た
め
過
去
の
気
候
変
動
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
海
底
や
湖
底
の
堆
積
物
、
氷
河
や
氷
床
の
氷
（
ア
イ
ス
コ
ア
）
、
あ
る
い
は
樹
木
の
年
輪
な
ど
に
過
去
の
蒔
代
の
物
質
が
保
存
さ
れ
て

い
る
試
料
を
用
い
た
自
然
科
学
的
な
手
法
が
主
と
し
て
使
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
簡
単
に
そ
の
説
明
を
し
て
お
く
。

　
ま
ず
、
湖
底
堆
積
物
で
あ
る
。
海
の
底
や
湖
の
底
に
堆
積
し
て
い
る
物
質
は
、
基
本
的
に
は
新
し
い
も
の
か
ら
古
い
時
代
の
も
の
へ
と
順
番

に
積
み
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
各
層
を
構
成
す
る
土
粒
子
や
さ
ま
ざ
ま
な
化
学
成
分
、
珪
藻
、
花
粉
を
は
じ
め
と
す
る
動
植
物
の
遺
体
、

さ
ら
に
は
そ
れ
に
含
ま
れ
る
酸
素
や
水
素
の
同
位
対
比
な
ど
か
ら
過
去
の
環
境
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
年
代
決
定
に
は
動
植
物
遺
体
な

ど
の
炭
素
に
よ
っ
て
推
定
す
る
。
こ
う
し
た
堆
積
物
な
ど
を
、
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
て
円
柱
状
の
試
料
と
し
て
取
り
出
し
た
も
の
を
、
一
般
に

ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
と
よ
ぶ
。

　
～
方
、
氷
河
で
は
毎
年
数
十
セ
ン
チ
か
ら
場
所
に
よ
っ
て
は
数
メ
ー
ト
ル
の
降
雪
が
降
り
積
も
る
。
氷
河
上
部
の
酒
耳
垂
と
よ
ば
れ
る
氷
河

上
部
の
場
所
で
は
融
解
は
ほ
と
ん
ど
お
き
ず
、
氷
河
の
表
面
か
ら
新
し
い
積
雪
か
ら
順
番
に
深
い
方
へ
古
い
降
雪
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
表
面
か
ら
特
別
な
ド
リ
ル
で
円
柱
状
の
試
料
と
し
て
取
り
出
せ
ば
、
時
代
毎
の
雪
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
試
料
を
雪
氷
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降水量と山地（氷河）からの河川流出量の変

コ
ア
、
ま
た
は
ア
イ
ス
コ
ア
と
呼

ん
で
い
る
。
ア
イ
ス
コ
ア
か
ら
毎

年
の
算
出
さ
れ
る
酒
養
量
（
降
水

量
）
は
、
直
接
過
去
の
降
水
量
記

録
を
復
元
で
き
る
唯
一
と
言
っ
て

も
良
い
手
法
で
あ
る
。
ま
た
降
雪

を
構
成
す
る
水
に
含
ま
れ
る
酸

素
・
水
素
の
安
定
同
位
対
比
は
、

降
雪
が
大
気
中
で
で
き
た
と
き
の

気
温
と
相
関
関
係
が
あ
る
た
め
、

気
温
の
復
元
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、

氷
の
中
に
含
ま
れ
る
大
気
か
ら
二

酸
化
炭
素
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
大
気

成
分
の
変
動
も
明
ら
か
に
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
樹
木
の
生
長
量
も
降

水
量
、
気
温
に
大
き
く
影
響
さ
れ

る
た
め
、
そ
の
大
小
を
調
べ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
気
温
、
降
水
量
の

い
ず
れ
も
が
復
元
で
き
る
。
樹
木
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の
年
輪
に
つ
い
て
も
、
気
温
や
降
水
量
の
観
測
が
行
わ
れ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
、
年
輪
幅
と
降
水
量
、
気
温
と
の
相
関
を
と
っ
て
過
去
の
変

動
を
復
元
す
る
ほ
か
、
樹
木
の
細
胞
が
生
成
さ
れ
た
と
き
に
大
気
か
ら
固
定
さ
れ
た
酸
素
・
水
素
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
同
位
体

分
析
か
ら
気
温
、
降
水
量
（
正
確
に
は
湿
度
）
を
復
元
す
る
方
法
も
用
い
ら
れ
る
。

　
イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
ず
、
図
超
藻
琴
巴
（
卜
。
O
O
N
）
に
よ
る
天
山
山
脈
で
得
ら
れ
た
樹
木
の
年
輪
幅
の
変
動
と
、
6
ケ
o
B
b
ω
8
卑
巴

（一

?
霧
）
に
よ
る
ダ
リ
ヤ
氷
帽
の
ア
イ
ス
コ
ア
に
よ
る
函
折
量
の
推
定
結
果
を
用
い
、
対
象
地
域
の
中
核
都
市
で
あ
る
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア
ル

マ
ト
ゥ
の
過
去
一
〇
〇
〇
年
間
の
気
温
と
降
水
量
を
復
元
し
た
。
さ
ら
に
復
元
さ
れ
た
ア
ル
マ
ト
ゥ
の
気
温
、
降
水
量
を
用
い
て
、
氷
河
の
消

長
な
ど
を
考
慮
し
た
数
値
モ
デ
ル
（
一
般
に
は
水
文
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
）
に
よ
っ
て
、
イ
リ
川
の
山
岳
地
域
か
ら
の
河
川
流
出
量
を
復
元
し
た

（
図
－
1
）
。
そ
の
結
果
、
前
半
の
…
五
世
紀
ま
で
は
い
わ
ゆ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
温
暖
期
に
相
当
す
る
温
暖
・
乾
燥
な
気
候
で
あ
り
、
一
六

か
ら
一
八
世
紀
に
は
小
氷
期
と
呼
ば
れ
る
寒
冷
・
湿
潤
な
気
候
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
坂
井
・
二
〇
一
二
、
竹
内
・
二
〇
一
二
）
。
復
元
さ

れ
た
気
温
（
こ
こ
で
は
六
～
八
月
の
気
温
）
の
変
動
は
絶
対
値
で
見
る
と
一
℃
程
度
で
あ
る
。
一
方
、
降
水
量
の
変
動
幅
は
三
〇
〇
ミ
リ
程
度
で

あ
り
、
現
在
の
ア
ル
マ
ト
ゥ
年
間
降
水
量
が
七
〇
〇
ミ
リ
程
度
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
大
き
い
変
動
で
あ
る
。
復
元
さ
れ
た
河
川
流
出

量
は
、
ほ
ぼ
降
水
量
の
変
動
と
同
様
で
あ
る
。
＝
二
世
紀
初
め
、
河
川
流
出
量
は
過
去
一
〇
〇
〇
年
間
の
中
で
は
最
小
と
な
り
、
ア
ラ
ル
海
や

バ
ル
ハ
シ
湖
の
湖
底
堆
積
物
の
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
の
解
析
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
水
位
低
下
時
期
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
バ
ル
ハ
シ
湖
や
ア
ラ
ル
海
の
申
世
の
水
位
低
下
の
ひ
と
つ
の
原
因
と
し
て
気
候
変
動
（
降
水
量
・
河
川
流
出
量
）
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
、
バ
ル
ハ
シ
湖
の
水
位
変
動
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
前
述
の
水
文
モ
デ
ル
を
用
い
た
試
算
に
よ
れ

ば
降
水
量
変
動
で
説
明
で
き
る
程
度
で
あ
り
（
大
西
健
黒
氏
か
ら
の
私
信
に
よ
る
）
、
概
ね
自
然
な
変
動
と
み
な
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
一
方
で
、

ア
ラ
ル
海
の
中
世
の
水
位
低
下
は
、
湖
底
堆
積
物
の
分
析
や
、
湖
底
の
遺
跡
な
ど
に
よ
る
推
定
で
は
、
現
代
の
水
位
低
下
に
も
匹
敵
す
る
二
五

メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
と
考
え
ら
れ
（
じ
σ
O
肘
O
弊
鋤
”
卜
σ
O
一
〇
）
、
山
岳
地
域
か
ら
の
河
川
流
出
量
の
変
化
で
は
説
明
で
き
る
程
度
を
越
え
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
当
時
最
盛
期
を
迎
え
た
オ
ア
シ
ス
都
市
で
の
農
業
の
た
め
の
心
知
用
水
の
増
加
と
い
っ
た
人
為
的
な
影
響
に
加
え
、
人
為
的
で
あ
っ
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た
か
ど
う
か
そ
の
原
因
は
別
と
し
て
、
第
二
章
3
節
に
述
べ
た
よ
う
な
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
流
路
の
変
化
の
影
響
が
強
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
こ
の
地
域
で
草
原
を
構
成
す
る
主
要
な
イ
ネ
科
の
草
本
の
分
布
と
現
在
の
気
候
の
関
係
に
基
づ
き
、
復
元
さ
れ
た
ア
ル
マ
ト
ゥ
の
気

温
、
降
水
量
を
用
い
て
、
過
去
の
草
本
の
分
布
の
変
動
を
推
定
し
た
（
堀
川
ほ
か
、
二
〇
一
二
）
。
こ
の
方
法
で
は
、
現
在
の
植
生
の
分
布
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
気
温
、
降
水
量
の
関
係
を
ま
ず
求
め
、
そ
の
関
係
か
ら
復
元
さ
れ
た
過
去
の
気
温
、
降
水
量
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
植
生

が
分
布
す
る
と
考
え
ら
れ
る
範
囲
を
推
定
す
る
。
こ
の
時
、
現
在
の
植
生
は
、
人
為
に
よ
り
改
変
さ
れ
て
い
る
地
域
も
多
い
た
め
、
人
為
の
影

響
を
排
除
し
た
潜
在
的
な
植
生
分
布
が
用
い
ら
れ
る
。
イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
地
理
学
研
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
全
土
の
潜
在
植
生
分
布
図
を
用
い
て
い
る
。
中
国
側
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
情
報
が
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
側

の
み
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
イ
ネ
科
草
本
を
対
象
と
し
た
の
は
、
地
域
の
代
表
的
な
生
業
で
あ
る
遊
牧
と
関
わ
り
が
深
い
資
源
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
、
森
林
な
ど
の
木
本
類
は
気
候
変
動
に
よ
る
変
化
が
分
布
と
し
て
現
れ
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
方
法
は
、
現
在
、
大
気
大
循
環
モ
デ
ル
を
用
い
た
気
候
変
動
予
測
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
い
て
、
植
生
や
農
業
生
産
量
の
変
化
の
推
定
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
復
元
さ
れ
た
気
候
値
に
よ
っ
て
過
去
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
推
定
手
法
と
し
て
の
手
順
は
ふ
ま
え
て
い

る
が
、
具
体
的
な
検
証
が
十
分
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
推
定
値
で
あ
る
点
は
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

　
復
元
さ
れ
た
過
去
～
○
○
○
年
聞
の
分
布
の
変
化
（
図
－
2
）
を
見
る
と
、
イ
ネ
科
草
本
の
分
布
域
の
拡
大
・
縮
小
は
思
い
の
ほ
か
大
き
い
。

ま
た
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
全
域
で
の
分
布
域
の
拡
大
・
縮
小
と
、
南
部
（
イ
リ
川
流
域
）
で
の
そ
れ
と
は
必
ず
し
も
～

致
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
南
部
と
北
部
と
で
、
気
候
変
動
に
対
す
る
草
本
分
布
の
拡
大
・
縮
小
が
異
な
る
点
で
あ

る
。
も
っ
と
も
乾
燥
し
た
中
世
温
暖
期
と
小
氷
期
と
を
比
較
す
る
と
（
図
－
3
）
、
南
部
で
は
中
世
温
暖
期
に
分
布
域
が
縮
小
し
、
小
氷
期
に
拡

大
す
る
の
に
対
し
、
北
部
で
は
中
世
温
暖
期
に
拡
大
、
小
氷
期
に
縮
小
と
い
う
逆
の
変
化
を
示
し
、
同
じ
気
候
変
動
に
対
す
る
草
原
分
布
の
応

答
が
、
南
北
で
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
原
因
と
し
て
は
、
北
部
が
比
較
的
平
坦
な
地
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
南
部
は
天
山
山
脈
な
ど
高
山
が
あ
る
こ
と
と
、
気
温
と
降
水
量
の
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　　　　（B）17世紀

ntiL：J，N　．　r

（A）13世紀

・
計

三

図一3　（A）温暖・乾燥な13世紀と（B）湿潤・寒冷な17世紀の草原の潜在的分布域の比較。南部では顕著

　　　に分布が拡大するのに対し，北部ではむしろ減少している。

変
化
の
影
響
が
南
部
と
北
部
で
は
異
な
り
、
北
部
で
は
気
温
が
、

る
主
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

3

南
部
で
は
降
水
量
が
分
布
を
決
め

気
候
・
環
境
変
動
に
対
す
る
人
び
と
の
対
応

　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
南
部
の
天
山
山
脈
の
北
麓
地
域
、
い
わ
ゆ
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
よ
ば
れ
る
地
域
を

考
え
る
と
、
中
世
温
暖
期
は
、
オ
ア
シ
ス
都
市
の
繁
栄
す
る
時
期
に
相
当
す
る
。
む
ろ
ん
長
距
離
交

易
の
も
た
ら
す
富
が
そ
の
繁
栄
の
源
泉
で
は
あ
る
が
、
オ
ア
シ
ス
都
市
を
中
心
と
し
た
灌
概
農
業
の

拡
大
は
、
乾
燥
し
た
気
候
へ
の
適
応
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
年
代
が
す
べ
て
特
定
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ア
ラ
ル
海
周
辺
の
過
去
の
農
耕
聖
跡
の
総
面
積
は
、
ソ
連
邦
時
代
の
面
積
よ

り
も
広
い
と
い
う
報
告
も
あ
る
（
ゆ
O
同
O
穿
”
噛
卜
j
O
一
〇
）
。
オ
ア
シ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
黒
河
流
域
の
解

析
（
坂
井
、
二
〇
＝
）
に
よ
れ
ば
、
元
の
時
代
以
降
に
行
わ
れ
た
黒
河
流
域
の
オ
ア
シ
ス
都
市
周
辺

の
屯
田
開
発
に
よ
る
水
利
用
の
増
加
が
、
下
流
域
の
水
不
足
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
灌
概
農
地
の
増
加
は
、
一
義
的
に
は
政
治
的
な
理
由
や
経
済
的
な
繁
栄
に
と
も

な
う
都
市
の
人
口
増
加
な
ど
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
降
水
量
の
減
少
が
灌
概
へ
依
存

を
強
め
た
原
因
と
な
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
応
地
（
二
〇
一
二
）
は
、
既
に

述
べ
た
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
生
態
系
・
生
業
の
類
型
化
を
基
に
、
さ
ら
に
村
落
内
の
土
地
利
用
組
み

合
わ
せ
を
分
析
し
、
乾
燥
化
に
対
す
る
抵
抗
性
を
検
討
し
、
灌
概
農
地
の
依
存
に
よ
る
乾
燥
適
応
の

重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
灌
概
農
地
へ
の
依
存
も
限
ら
れ
た
資
源
の
再
配
分
で
あ
り
、

降
水
量
の
減
少
に
よ
る
水
資
源
不
足
が
、
か
え
っ
て
灌
概
農
地
を
増
加
さ
せ
、
下
流
側
で
の
水
不
足
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社会の流動性とレジリアンス（窪田）

を
悪
化
さ
せ
る
と
い
う
負
の
連
鎖
が
お
き
た
可
能
性
も
高
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
人
為
に
よ
る
水
需
要
の
増
加
が
、
過
去
に
お
い
て
も
環
境
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ア
ラ
ル
海
流
域
全
体
の
農
地
の
面
積
の
変
遷
を
復
元
す
る
の
は
実
際
に
は
解
決
の

難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
黒
河
で
行
っ
た
よ
う
に
定
量
的
な
分
析
と
、
そ
れ
に
人
々
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
一
方
、
後
半
の
小
氷
期
の
草
原
の
拡
大
時
期
は
、
最
後
の
遊
牧
帝
国
と
も
呼
ば
れ
た
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
時
代
に
相
当
す
る
。
図
－
4
㈹
に
、
歴

史
史
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
の
時
代
の
放
牧
地
と
、
推
定
さ
れ
た
草
原
の
分
布
域
の
関
係
を
示
す
。
ま
た
、
過
去
｝
○
○
○
年
聞
に
草
原

と
推
定
さ
れ
た
年
数
を
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
が
安
定
し
て
草
原
で
あ
っ
た
の
か
、
逆
に
草
原
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
、

草
原
の
安
定
性
を
示
し
た
図
－
4
㈹
に
、
こ
の
放
牧
地
の
位
置
を
重
ね
た
。

　
こ
こ
で
分
析
の
対
象
と
し
た
遊
牧
集
団
は
、
＝
一
〇
〇
人
の
僧
侶
か
ら
な
る
仏
教
集
団
で
あ
る
オ
イ
ラ
ト
u
イ
フ
障
フ
レ
ー
（
オ
ヨ
ー
ン
ビ
リ

グ
、
二
〇
〇
九
）
と
ジ
ュ
ン
ガ
ル
帝
国
時
代
の
遊
牧
集
団
（
承
志
氏
に
よ
る
）
で
あ
る
。
兄
で
あ
る
オ
チ
ル
ト
目
タ
イ
ジ
と
弟
の
ア
ラ
バ
イ
擁
タ
イ

ジ
が
率
い
た
オ
イ
ラ
ト
”
イ
フ
ー
ー
フ
レ
ー
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
帝
国
以
前
に
活
動
し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
集
団
で
、
フ
レ
ー
と
は
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
生
活

に
適
し
た
仏
教
寺
院
で
あ
る
。
フ
レ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
仏
教
関
連
の
移
動
式
住
居
（
ゲ
ル
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
一
年
を
通
じ
て
自
由
に
移

動
し
て
遊
牧
生
活
を
送
る
モ
ン
ゴ
ル
人
に
仏
法
を
広
め
た
集
団
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
オ
イ
ラ
ト
の
貴
族
や
平
民
か
ら
多
く
の
家
畜
（
馬
、
牛
、

羊
、
山
羊
、
騎
駝
の
五
畜
）
や
財
宝
な
ど
の
お
布
施
と
し
て
得
て
お
り
、
多
く
の
家
畜
を
所
有
す
る
フ
レ
ー
は
シ
ャ
ビ
ナ
ル
と
呼
ば
れ
る
牧
畜
生

産
に
従
事
す
る
者
が
い
た
。
こ
れ
ら
の
図
か
ら
、
一
七
世
紀
に
オ
イ
ラ
ト
ー
ー
イ
フ
月
フ
レ
ー
と
の
放
牧
地
が
あ
っ
た
さ
れ
る
場
所
は
、
比
較
的

長
年
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
草
原
地
域
を
含
む
も
の
も
あ
る
が
、
よ
り
低
標
高
の
平
野
部
ま
で
広
が
っ
て
分
布
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
八
世

紀
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
集
団
も
拡
大
し
た
草
原
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
の
い
く
つ
か
は
、
過
去
一
〇
〇
〇
年
間
の
中
で
こ
の
時
期
に
だ
け
草
原
が
出

現
し
た
と
推
定
さ
れ
る
場
所
に
存
在
し
た
（
奈
良
間
、
二
〇
＝
～
）
。
た
だ
し
、
こ
の
草
原
の
拡
大
と
ジ
ュ
ン
ガ
ル
帝
国
の
興
隆
と
を
直
ち
に
結

び
つ
け
る
、
い
わ
ゆ
る
環
境
決
定
論
的
な
考
え
に
立
つ
こ
と
は
短
絡
的
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
遊
牧
と
い
う
生
業
を
基
盤
と
す
る
集
団
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（B）13世紀
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図一5 シルダリヤ流域に

おける集落の変遷。

右上がバルハシ湖，

左上がアラル海。

天山山脈から流れ

出るシルダリヤに

沿って集落が分布

する。下流の集落

は9世紀にはまっ

すぐアラル海へと

連なっているが，

13世紀には西のジ

ヨナダリヤとよば

れる支流沿いに集

落が出現した。こ

の時代，シルダリ

ヤの水の大部分は，

この支流を流れ，

さらに西のアムダ

リヤを経て，カス

ピ海へ流れていた。

15世紀になると，

支流の集落は減っ

ていき，再びアラ

ル海へと流れるシ

ルダリヤ本流沿い

に再び集落が現れ

る。これらは，流

路の移動にともな

って集落も移動し

ていたことを示す。

（⊂）15世紀
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が
、
気
候
、
あ
る
い
は
環
境
の
変
動
に
応
じ
て
そ
の
活
動
範
囲
を
変
化
さ
せ
る
と
い
う
、
移
動
に
よ
る
適
応
の
結
果
が
現
れ
た
と
考
え
る
こ
と

が
適
切
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
遊
牧
文
化
遺
産
研
究
所
が
、
ロ
シ
ア
、
ソ
連
邦
時
代
の
遺
跡
調
査
結
果
を
も
と
に
、
シ
ル
ダ
リ
ヤ
、
ア
ム
ダ
リ
ヤ

が
ア
ラ
ル
海
に
注
ぐ
河
口
付
近
の
下
流
に
形
成
さ
れ
た
デ
ル
タ
地
域
に
分
布
す
る
遺
跡
の
年
代
毎
の
分
布
を
ま
と
め
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
時
代

に
よ
っ
て
集
落
の
集
中
す
る
場
所
、
パ
タ
ー
ン
が
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ
が
ア
ラ
ル
海
の
水
位
低
下
を
も
た
ら
し
た
ア
ム
ダ
リ
ヤ
、
シ
ル
ダ
リ

ヤ
の
流
路
の
変
化
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
（
図
－
5
、
窪
田
・
二
〇
＝
一
）
。
こ
れ
ら
の
デ
ル
タ
地
域
に
分
布
す
る
遺
跡
周
辺
で

は
、
第
二
章
で
ふ
れ
た
ケ
ル
デ
リ
遺
跡
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
農
地
の
跡
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、
農
業
を
生
業
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
定
住
性
の
高
い
農
業
集
団
と
い
え
ど
も
、
乾
燥
地
で
は
水
資
源
の
変
動
（
こ
こ
で
は
流
路
の
移
動
）
に
あ
わ
せ
て
、

移
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
遊
牧
集
団
は
も
と
よ
り
、
農
業
集
団
で
も
移
動
が
変
動
に
対
す
る
適
応
の

手
段
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
雨
跡
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
自
然
環
境
は
、
東
西
の
降
水
量
と
季
節
性
の
違
い
、
南
北
の
気
温
差
に
起
因
す
る
多
様

性
と
、
わ
ず
か
な
気
候
の
ゆ
ら
ぎ
で
乾
燥
・
半
乾
燥
と
が
時
代
と
と
も
に
入
れ
替
わ
る
変
動
性
と
を
持
つ
。
移
動
が
容
易
な
草
原
や
沙
漢
と
い

う
開
放
的
な
地
形
的
な
要
素
も
加
わ
り
、
遊
牧
と
い
う
移
動
性
の
高
い
生
業
は
、
こ
う
し
た
多
様
で
変
動
の
大
き
い
環
境
と
調
和
的
で
あ
っ
た
。

一
方
で
水
資
源
の
稀
少
性
は
、
定
住
性
が
高
い
と
さ
れ
る
農
業
集
団
に
も
時
と
し
て
移
動
を
強
い
た
。
こ
う
し
た
人
間
と
自
然
の
関
係
性
が
、

多
様
な
歴
史
、
文
化
、
生
業
を
持
つ
人
間
集
団
が
、
移
動
や
生
業
の
組
み
合
わ
せ
の
変
化
な
ど
を
適
応
の
手
段
と
し
て
共
存
す
る
地
域
と
し
て
、

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
特
徴
づ
け
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
遊
牧
集
団
の
持
つ
移
動
性
の
高
さ
は
、
こ
う
し
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
の

自
然
環
境
の
中
で
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
農
業
集
団
も
含
め
た
移
動
性
の
高
さ
が
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
多
元
的
な
社
会
の
根
源
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
四
章
　
近
代
化
の
消
極
的
受
容

1

国
境
の
出
現
と
社
会
の
変
容
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中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
滅
亡
以
後
の
一
八
世
紀
後
半
以
降
、
ロ
シ
ア
と
清
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
明

確
な
国
境
線
が
引
か
れ
る
。
連
続
し
て
い
た
地
域
は
国
境
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
、
ロ
シ
ア
側
と
清
（
中
国
）
側
と
で
異
な
る
道
を
歩
み
始
め
る
。

こ
れ
は
遊
牧
集
団
が
、
騎
馬
軍
団
の
軍
事
的
優
位
性
を
喪
失
す
る
と
い
う
時
代
の
転
換
点
で
も
あ
っ
た
（
杉
山
、
二
〇
＝
～
）
。

　
国
境
の
出
現
は
、
こ
れ
を
ま
た
ぐ
越
境
者
た
ち
の
記
録
が
移
動
の
証
明
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
世
紀
後
半
は
、
復
元
さ
れ
た

気
温
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
過
去
一
〇
〇
〇
年
の
問
で
は
最
も
寒
冷
な
時
期
に
あ
た
る
。
こ
の
た
め
、
厳
冬
や
深
雪
の
際
に
は
、
時
に
は
国
境
を

越
え
る
大
規
模
な
集
団
の
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
野
田
、
二
〇
～
二
）
。
そ
の
一
方
で
、
当
時
の
ロ
シ
ア
側
、
現
在
の
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
側
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
農
民
の
流
入
が
進
行
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
行
政
制
度
改
革
、
牧
地
の
境
界
の
固
定

化
な
ど
に
よ
り
、
遊
牧
民
の
移
動
は
次
第
に
制
限
さ
れ
、
属
地
的
な
経
済
シ
ス
テ
ム
の
中
に
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
ソ
連
邦
が
成
立
し
、
そ
の
社
会
主
義
体
制
の
下
で
、
遊
牧
民
の
集
団
化
、
定
住
化
が
政
策
的
に
実
施
さ
れ
た
。
特
に
～
九
三
〇
年
代

以
降
の
集
団
化
、
定
住
化
は
、
遊
牧
を
生
業
と
し
、
移
動
が
適
応
の
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
社
会
を
大
き
く
混
乱
さ
せ
、
変
容
さ
せ
た
（
地
田
、

二
〇
ご
一
）
。
こ
の
混
乱
の
中
で
お
き
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
一
九
三
二
～
一
九
三
三
年
の
飢
鰹
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
飢
餓
と
と
も
に
現
代
史
に
お

け
る
世
界
三
大
飢
餓
の
ひ
と
つ
と
も
よ
ば
れ
、
～
説
に
よ
れ
ば
、
カ
ザ
フ
人
全
体
の
四
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
七
五
万
人
も
の
遊
牧
民
が
死
ん
だ

と
さ
れ
る
（
小
長
谷
・
渡
邊
、
二
〇
～
二
）
。
逃
亡
者
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、
調
査
方
法
が
こ
と
な
り
、
統
計
の
質
の
問
題
が
あ
っ
た
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
が
、
相
当
に
多
数
の
犠
牲
者
が
で
て
お
り
、
人
口
の
減
少
が
お
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ど
こ
ま
で
気
象
要
因
等
が
作
用
し

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
悲
朗
を
文
学
的
表
現
と
し
て
「
大
ジ
ュ
ト
」
と
よ
ぶ
場
合
も
あ
る
（
宇
山
、
二
〇
＝
一
）
。
後
述
す
る
よ
う
な
気



象
災
害
で
あ
る
ジ
ュ
ト
の
影
響
も
否
定
で
き
な
い
が
、
生
業
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
変
革
が
も
た
ら
し
た
社
会
的
な
災
害
で
あ
っ
た
。
遊

牧
民
を
中
心
と
し
た
近
代
以
前
の
社
会
が
、
こ
う
し
た
近
代
化
を
望
ん
で
い
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
遊
牧
社
会
に
自
発
的
に
近
代
化
へ
の
道
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
え
ら
れ
な
い
。
遊
牧
民
を
主
体
と
し
た
こ
の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
農
業
の
導
入
を
と
も
な

う
社
会
変
革
は
、
近
代
の
受
容
の
過
程
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
そ
れ
は
「
国
家
」
の
主
導
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
消
極
的
な
受
容
で
あ
っ
た
。

　
以
後
、
近
代
化
の
名
の
下
に
、
集
団
体
制
の
下
、
農
業
、
牧
畜
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
分
業
化
が
徹
底
さ
れ
る
。
農
民
、
牧
民
と
言
う
よ
り

は
、
分
業
化
さ
れ
た
工
場
の
労
働
者
で
あ
る
。
牧
畜
に
お
い
て
も
冬
営
地
、
夏
清
心
間
の
移
動
と
い
う
形
態
は
形
式
的
に
は
残
る
が
、
昔
の
放

牧
地
を
農
地
に
転
換
し
て
生
産
さ
れ
る
飼
料
に
強
く
依
存
し
た
形
態
に
変
化
し
、
か
つ
て
の
遊
牧
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
生
業
と
な
っ
た
。
飢

餓
に
よ
る
大
量
の
犠
牲
に
よ
り
い
わ
ば
空
白
地
帯
と
な
っ
た
こ
の
地
域
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
、
農
業
を
こ
の
地
域
で
振
興
す
る
目
的
で
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
な
ど
の
農
民
が
指
導
者
と
し
て
移
住
し
、
大
戦
中
に
は
ド
イ
ツ
、
さ
ら
に
は
朝
鮮
か
ら
の
強
制
移
民
が
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。

社会の流動性とレジリアンス（窪田）

2

「
ジ
ュ
ト
」
の
頻
発
と
牧
畜
の
近
代
化

　
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
遊
牧
地
域
で
は
、
冬
期
や
そ
の
前
後
に
急
激
な
気
温
の
低
下
な
ど
の
気
象
条
件
に
よ
っ
て
大
量
の
家
畜
が
死
亡
し
、
時

に
は
遊
牧
民
達
も
飢
餓
に
見
舞
わ
れ
る
気
象
災
害
が
あ
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
「
ジ
ュ
ト
」
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
「
ゾ
ド
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
カ
ザ
フ
草
原
が
併
合
さ
れ
て
ゆ
く
一
九
世
紀
以
降
に
ジ
ュ
ト
が
頻
発
し
た
。
こ
の
時
代
は
、
一
八
世
紀
ま
で
の
寒
冷
な
小
氷

期
の
直
後
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
比
較
的
寒
冷
な
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
ジ
ュ
ト
が
頻
発
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

遊
牧
民
に
対
す
る
支
配
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
ロ
シ
ア
政
府
は
、
ジ
ュ
ト
の
頻
発
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
当
初
は
自
然
草
地
で
夏
に
刈
り
取
っ

て
干
し
草
と
し
て
蓄
え
、
冬
の
飼
料
と
す
る
こ
と
を
推
奨
し
た
。
そ
れ
は
、
や
が
て
農
地
で
生
産
さ
れ
る
飼
料
へ
の
全
面
的
な
依
存
一
「
牧

畜
の
近
代
化
」
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は
近
年
で
も
ゾ
ド
に
見
舞
わ
れ
る
が
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
「
牧
畜
の
近
代
化
」
が
進
ん

だ
一
九
四
〇
年
以
降
、
ほ
と
ん
ど
ジ
ュ
ト
は
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ジ
ュ
ト
の
克
服
は
社
会
主
義
時
代
の
近
代
化
の
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成
果
と
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
農
民
の
流
入
と
農
地
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
遊
牧
民
は
優
良
な
草
原
を
失
い
、
移
動
を
制
限
さ

れ
て
冬
営
に
適
さ
な
い
場
所
で
の
越
冬
を
強
い
ら
れ
る
た
め
に
ジ
ュ
ト
が
増
加
し
た
と
い
う
面
が
強
く
、
気
候
の
変
動
と
は
無
関
係
な
社
会
的

な
災
害
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
窃
然
草
地
の
刈
り
取
り
、
干
し
草
の
利
用
、
そ
し
て
農
地
で
の
飼
料
生
産
の
増
加
と
依
存
は
、
移

動
の
す
べ
を
失
っ
た
牧
畜
へ
の
代
償
的
な
政
策
で
あ
っ
た
（
宇
山
、
一
δ
～
二
）
。

　
そ
も
そ
も
ジ
ュ
ト
の
よ
う
な
自
然
災
害
は
、
政
治
的
な
言
説
と
し
て
伝
統
的
な
遊
牧
が
脆
弱
で
あ
る
と
し
て
、
近
代
化
を
進
め
る
べ
き
で
あ

る
と
の
論
理
の
正
当
性
を
提
供
す
る
。
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
ゾ
ド
と
の
対
比
で
見
る
な
ら
ば
、
～
九
四
〇
年
代
以
降
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
お
け
る

ジ
ュ
ト
が
意
識
さ
れ
な
く
な
り
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
現
在
で
も
ゾ
ド
が
残
る
。
被
害
の
程
度
は
両
地
域
に
お
け
る
近
代
化
の
原
動
力
の
差
に
置
き

換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
し
（
小
長
谷
・
渡
邊
、
二
〇
＝
一
）
、
受
容
を
強
い
ら
れ
た
社
会
の
変
容
の
程
度
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

3

ソ
連
邦
の
崩
壊
と
そ
の
後

　
近
代
化
に
よ
る
生
業
の
変
容
と
分
業
化
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
な
多
様
な
生
業
と
伝
統
知
は
失
わ
れ
た
。
宝
地
（
二
〇
｝
二
）
は
、
こ
う
し
た

ソ
連
邦
時
代
を
「
氷
河
期
」
に
た
と
え
て
い
る
。
ソ
連
邦
の
崩
壊
は
、
ふ
た
た
び
こ
の
地
域
に
大
き
な
社
会
的
な
混
乱
を
引
き
起
こ
す
。
社
会

主
義
下
の
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
の
移
行
は
、
中
央
ア
ジ
ア
各
国
の
中
で
大
き
な
差
が
あ
り
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
国
営
工
場
な
ど
を

温
存
し
な
が
ら
緩
や
か
な
移
行
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
は
、
急
激
な
移
行
を
選
択
し
た
。
こ
の
ニ
カ
国
の
急

激
な
経
済
体
糊
の
移
行
は
、
再
び
こ
の
地
域
に
社
会
の
変
容
と
混
乱
と
を
引
き
起
こ
し
た
。
近
代
化
に
よ
り
自
然
災
害
を
克
服
し
た
社
会
が
、

そ
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
過
剰
な
依
存
が
故
に
混
乱
し
た
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
。
な
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
社
会
主
義
的
計
画
経
済
の
下
で
、
ソ

連
邦
型
の
分
業
生
産
シ
ス
テ
ム
に
適
応
し
て
き
た
人
び
と
が
、
急
激
な
市
場
経
済
へ
の
移
行
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
を
き
わ
め
た
と
い
う
。

　
コ
ル
フ
ォ
ー
ズ
な
ど
の
集
団
生
産
体
制
は
解
体
さ
れ
、
土
地
が
個
人
へ
と
分
配
さ
れ
る
過
程
で
、
集
団
に
よ
っ
て
は
元
の
体
制
を
ほ
ぼ
維
持

し
た
形
で
進
め
ら
れ
た
場
合
も
あ
る
が
、
分
業
化
さ
れ
た
農
業
、
牧
業
の
一
部
だ
け
を
担
っ
て
き
た
人
び
と
は
、
か
つ
て
の
遊
牧
へ
と
戻
る
こ
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と
も
で
き
な
か
っ
た
（
渡
邊
、
二
〇
一
一
一
）
。
朝
地
は
こ
れ
を
氷
河
期
の
結
果
と
し
て
の
「
後
氷
期
」
と
よ
ん
で
い
る
。

　
環
境
問
題
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
塩
害
が
多
発
し
た
り
、
経
済
的
に
コ
ス
ト
が
引
き
合
わ
な
い
場
所
な
ど
を
中
心
に
多
く
の
農
地
が
放
棄

さ
れ
た
。
計
画
経
済
下
の
開
発
に
よ
っ
て
増
加
し
た
環
境
へ
の
負
荷
は
、
皮
肉
に
も
大
き
く
緩
和
さ
れ
る
。
現
在
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
農
地

は
、
環
境
へ
の
負
荷
も
相
対
的
に
小
さ
く
、
経
済
的
な
合
理
性
も
存
在
す
る
立
地
を
持
っ
た
も
の
が
残
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
ア
ラ
ル
海
で
は
、
か
つ
て
は
モ
ス
ク
ワ
が
行
っ
て
い
た
水
管
理
の
統
制
が
失
わ
れ
、
水
力
発
電
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
依
存
す
る
上

流
国
と
、
農
業
用
水
を
求
め
る
下
流
国
と
の
対
立
が
顕
在
化
し
た
。
国
際
機
関
な
ど
が
、
上
下
流
の
対
立
を
緩
和
し
、
ア
ラ
ル
海
を
再
生
す
る

こ
と
を
提
案
す
る
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
上
下
間
の
対
立
は
固
定
化
し
て
し
ま
っ
た
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
干
上
が
っ
た
湖
底
で
の
天
然
ガ

ス
の
採
掘
も
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
堤
防
の
建
設
に
よ
っ
て
も
と
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
面
積
が
「
小
ア
ラ
ル
」
と
し
て
保
全
さ
れ

て
は
い
る
が
、
も
は
や
か
つ
て
の
ア
ラ
ル
海
に
水
が
戻
る
こ
と
は
、
誰
も
望
ん
で
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

　
ソ
連
邦
の
社
会
主
義
的
計
画
経
済
下
の
農
業
開
発
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
ア
ラ
ル
海
問
題
だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
が
ち
な
中
央
ア
ジ
ア

諸
国
の
環
境
問
題
で
あ
る
が
、
近
代
化
の
消
極
的
な
受
容
と
も
言
う
べ
き
、
伝
統
的
な
生
業
と
そ
れ
と
不
可
分
な
適
応
手
段
と
し
て
の
移
動
の

喪
失
な
ど
、
大
き
な
社
会
、
文
化
の
変
容
が
そ
の
基
底
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
む
し
ろ
本
質
的
で
あ
っ
た
。

第
五
章
　
ま
と
め
に
か
え
て
i
流
動
性
の
高
さ
と
災
害
へ
の
レ
ジ
リ
ア
ン
ス

　
本
稿
で
は
、
現
在
の
中
央
ア
ジ
ア
五
ヶ
国
お
よ
び
禁
国
の
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
を
含
む
地
域
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
過
去
一
〇
〇
〇

年
間
の
気
候
・
環
境
変
動
を
多
様
な
手
法
で
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
す
る
人
間
の
応
答
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

こ
で
見
え
て
き
た
も
の
は
、
大
陸
ス
ケ
ー
ル
で
の
東
西
の
降
水
量
と
季
節
性
の
違
い
、
南
北
の
気
温
差
に
起
因
す
る
多
様
性
と
、
わ
ず
か
な
気

候
の
ゆ
ら
ぎ
で
乾
燥
・
半
乾
燥
と
が
時
代
と
と
も
に
入
れ
替
わ
る
変
動
性
と
を
あ
わ
せ
持
つ
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
自
然
環
境
で
あ
る
。
移
動
が

容
易
な
地
形
も
あ
っ
て
、
遊
牧
と
い
う
移
動
性
の
高
い
生
業
は
、
こ
う
し
た
多
様
で
変
動
の
大
き
い
環
境
と
調
和
的
で
あ
っ
た
。
～
方
で
水
資
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源
の
稀
少
性
は
、
定
住
性
が
高
い
と
三
口
わ
れ
る
農
業
集
団
に
も
時
と
し
て
移
動
を
強
い
た
。
こ
の
よ
う
な
人
間
と
自
然
の
関
係
性
が
、
移
動
や

生
業
の
組
み
合
わ
せ
の
変
化
な
ど
を
適
応
の
手
段
と
し
て
多
様
な
歴
史
、
文
化
、
生
業
を
持
つ
人
間
集
団
が
存
在
す
る
地
域
と
し
て
、
中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
を
特
徴
づ
け
て
き
た
。
遊
牧
集
団
の
持
つ
移
動
性
の
高
さ
自
体
が
、
こ
う
し
た
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
自
然
環
境
の
中
で
生
ま
れ
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
農
業
集
団
で
あ
っ
て
も
こ
の
自
然
環
境
の
中
で
は
、
環
境
の
変
動
に
応
じ
た
頻
繁
な
移
動
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
乾
燥
・

半
乾
燥
気
候
が
作
り
出
す
広
大
な
草
原
、
あ
る
い
は
沙
漠
の
存
在
が
そ
の
移
動
性
の
原
点
に
あ
る
。
草
原
や
沙
漠
は
海
で
あ
り
、
オ
ア
シ
ス
都

市
は
拠
点
と
な
る
港
に
た
と
え
ら
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
海
の
世
界
と
通
じ
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
応
地
（
二
〇
～
二
）
の
指
摘
す
る

「
沙
漠
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
の
同
形
性
で
あ
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
の
海
域
社
会
は
、
流
動
性
の
高
い
社
会
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
地
域
で
生
活
す
る
人
々
は
シ
！
・
ノ
ー
マ
ッ
ド
（
漂
海
民
）

と
も
よ
ば
れ
、
盆
道
（
一
九
九
五
）
は
こ
う
し
た
生
活
を
す
る
人
々
を
「
海
人
」
と
よ
ん
だ
。
か
れ
ら
は
海
に
暮
ら
す
が
ゆ
え
に
、
津
波
な
ど

の
自
然
災
害
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
に
発
生
し
た
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
に
よ
る
津
波
災
害
の
際
に
、
か
れ
ら
は
大
き
な
被
害

を
受
け
た
が
、
そ
れ
を
精
査
し
た
牧
（
二
〇
一
～
）
は
、
移
動
性
・
流
動
性
が
災
害
に
対
す
る
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
を
高
め
て
い
た
と
指
摘
す
る
。

牧
は
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
の
概
念
を
構
成
す
る
頑
健
性
（
男
〇
一
）
＝
ω
け
コ
①
ω
ω
）
、
冗
長
性
（
菊
Φ
臼
議
器
畠
）
、
甲
斐
性
（
沁
Φ
ω
。
癖
8
団
巳
器
ω
ω
）
、
迅
速
性

（
知
鋤
℃
一
口
一
け
矯
）
と
い
う
要
素
の
う
ち
、
移
動
性
の
高
い
社
会
は
「
甲
斐
性
」
と
「
冗
長
性
」
を
兼
ね
備
え
、
災
害
に
対
す
る
抵
抗
力
で
は
な
く
、

回
復
力
に
優
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
厩
復
力
を
規
定
し
て
い
る
の
は
、
物
理
的
な
、
あ
る
い
は
み
か
け
の
上
で
の
移
動
可
能
な

生
活
様
式
で
は
な
く
、
立
本
（
｝
九
九
六
）
の
指
摘
す
る
社
会
の
流
動
性
や
移
動
性
を
可
能
に
す
る
「
対
人
主
義
的
人
間
関
係
な
い
し
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
性
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
の
沙
漠
や
草
原
を
舞
台
と
し
た
遊
牧
民
の
移
動
に
よ
る
適
応
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
も
、
同
様
な
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
流
動
性
の
高
い
社
会
の
可
能
性
は
、
さ
ら
に
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
と

考
え
る
。
特
に
近
代
化
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
過
剰
な
依
存
は
、
む
し
ろ
社
会
の
柔
軟
性
と
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
を
低
下
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
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イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
主
と
し
て
気
候
変
動
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
る
人
問
集
団
、
あ
る
い
は
社
会
へ
の
影
響
と
そ
の
対
応
を
考
察

し
よ
う
と
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
災
害
を
中
心
に
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
変
動
に
対
し
て
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
の
高
い
、
未
来
可
能
性
の

あ
る
社
会
と
は
何
か
と
い
う
問
い
か
け
を
常
に
念
頭
に
お
い
て
き
た
。
気
候
変
動
は
、
社
会
に
対
す
る
負
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
意
味
で
は
災

害
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
例
え
ば
現
在
進
行
中
の
温
暖
化
の
よ
う
に
、
あ
る
意
味
で
は
緩
や
か
に
進
行
す
る
。
過
去
　
○

○
○
年
問
に
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
起
き
た
気
候
変
動
、
環
境
変
動
は
、
変
動
幅
だ
け
を
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
現
在
の
温
暖
化
の
方
が
大

き
い
。
今
後
予
想
さ
れ
る
氷
河
の
縮
小
や
消
滅
な
ど
は
、
歴
史
時
代
に
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
可
能
性
も
あ
る
。
し
か

し
、
一
方
で
過
去
一
〇
〇
〇
年
間
の
中
で
、
実
は
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
特
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
お
け
る
最
大
の
災
害
は
一
清
朝
に
よ
る
ジ
ュ

ン
ガ
ル
征
服
な
ど
の
戦
争
を
除
く
と
　
　
一
九
三
〇
年
代
は
じ
め
の
ソ
連
邦
に
よ
る
定
住
化
、
集
団
化
、
農
業
化
に
よ
る
社
会
的
な
混
乱
で
あ

っ
た
。
統
計
上
の
不
備
と
も
言
わ
れ
る
が
、
数
十
万
、
あ
る
い
は
百
万
に
達
す
る
人
々
が
こ
の
混
乱
の
中
で
亡
く
な
っ
た
と
も
雷
わ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
そ
う
し
た
人
が
つ
く
り
出
す
災
害
が
起
き
た
の
か
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
焦
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　
戦
争
を
含
め
て
、
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
や
原
子
力
に
関
わ
る
問
題
も
そ
う
で
あ
る
が
、
人
間
自
身
が
つ
く
り
出
す
災
い
に
わ
た
し
た
ち

は
直
面
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
も
、
そ
の
引
き
金
と
な
っ
た
地
震
や
津
波
は
、
確
か
に
一
〇
〇
〇
年
に
一
度
お
き
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た

稀
な
自
然
現
象
で
あ
っ
た
が
、
福
島
原
発
に
代
表
さ
れ
る
人
間
の
つ
く
り
出
し
た
シ
ス
テ
ム
の
欠
陥
に
よ
る
複
合
的
な
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
過
去
の
自
然
災
害
に
つ
い
て
、
そ
の
規
模
や
被
害
を
科
学
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
歴
史
研
究
者
や
私
た
ち
過
去

の
変
動
を
扱
う
研
究
者
に
課
せ
ら
れ
た
役
翻
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
、
過
去
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
人
び
と
は
ど
う
対

応
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
社
会
と
と
も
に
未
来
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
期
待
す
る
歴
史
学
の
可
能
性
は
そ
こ
に
あ

る
。

　
本
稿
は
、
地
球
研
の
イ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
た
『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
環
境
史
』
（
臨
川
書
店
、
全
四
巻
）
を
も
と
に
、
筆

者
が
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
と
も
に
し
、
執
筆
い
た
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religious　life　rather　than　recovery　from　physical　damages．　They　were

iRterested　in　real　repentance　o’f　human　beings．　Writers　mentioned　damages

caused　by　this　earthquake，　but　they　had　｝lttle　concerned　for　restoration

　　On　the　otker　hand，　awareness　of　divine　punishment　received　institutional

support．　Commination　was　included　in　the　Book　of　Common　Prayer．　Edmund

Grindal　said　tkat　parsoRs　should　read　the　commination　at　least　four　tirr｝es

every　year．　Grindal　had　much　interest　in　divine　punishment　for　ke

remembered　that　Edward　VI　had　died　just　after　an　earthqual〈e　at　Croydon

And　commination　was　also　mentioned　in　many　Visitation　Articles．　Most

bishops　took　the　wording　of　the　commination　from　Grindal’s　Visitation

Articles　of　1571．　A　few　bishops　added　Rew　wording　to　the　commiRation

towards　the　end　of　the　relgn　of　Elizabeth．　Perhaps，　they　had　had　a　good

opportunity　to　study　divine　punishmeRt　from　the　London　Earthquake．

　　The　experience　of　the　earthquake　affected　views　of　the　earthqualce．　The

theory　of　divine　punishment　was　discussed　in　relation　to　this　earthquake．

Ecclesiastics　became　increasingly　conscious　of　divine　punishmeRt．

Social　Mobility　and　Resilience：　An　Historical　Perspective　on　the

Future　in　Arid　Regions　of　Central　Eurasia　from　an　lntegrated

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Research　Project

by

KUBOTA　Jumpei

　　HumaR　beings　have　continually　strived　to　adapt　to　changes　in　the

environment．　Central　Eurasia，　which　is　climatica｝ly　sensitive　and　altemates

between　semi－arid　and　arid　conditions，　is　an　exce｝lent　location　for　historically

tracing　hurnan　reactions　both　to　past　climate　changes　aRd　anthropogeRic

activities．　At　the　same　time，　people　in　Central　Eurasia　are　faciRg

contemporary　eRvironmental　problems，　such　as　the　tragedy　of　the　vanishing

Aral　Sea　caused　by　the　overuse　of　natural　resources　in　modern　agricu｝ture．

The　research　project　“Historical　lnteractions　betweeR　Mu｝ti－cultural

Societies　and　the　Natural　Environment　in　a　Semi－arid　Region　in　Central

Eurasia，”　conducted　by　the　Research　lnstitute　for　Humanity　and　Nature，
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combines　aBalysis　of　historical　documents，　archaeological　remains　and

natural　proxies　such　as　ice　cores，　lake　sediment　samples，　and　tree　rings　in

order　to　deseribe　the　historical　interaction　between　human　activities　and

natural　systems　in　the　semi－arid　region　of　Central　Eurasia．　The　aim　of　the

project　was　not　to　reach　a　so－called　historical　understanding　of　the　rise　and

fall　of　ethnic　groups，　but　to　discover　the　history　of　adaptatioRs　by　human

beings　to　both　environmental　and　societal　ckanges　in　semi－arid　regions　of

Central　Eurasia　through　a　focus　oR　natural　resources　use　as　a　contribution

for　tackling　present　global　environmental　issues．

　　The　project　reconstructed　the　change　of　the　climate　in　tke　area　during　the

past　1，000　years　by　using　various　proxies．　Reconstructed　temperatures　and

precipitations　indicated　that　the　period　from　ADIOOO　to　ADI500　was　warin

and　dry，　while　the　Little　lce　Age　（LIA），　from　1500　to　1850　was　cold　and　wet．

Using　the　reconstructed　temperatures　and　precipitations，　we　estimated　two

important　factors　relating　agricu｝ture　to　nomadic　activities，　namely，　river

fiow，　including　glacier　fluctuation，　and　grassland　distributions．　The　long－

term　trend　of　river　flow　corresponds　we｝1　with　the　reconstructed　la｝ce　level

of　Lal〈e　Balkhash，　indicating　that　there　was　a　trend　of　decreasing　lake　ievel

from　the　10th　to　13th　century．　A　chronological　database　describing　the　rise

and　falls　of　settlements　indicates　a　clear　change　in　the　distribution　pattern　of

agricultural　settlemeRts　iR　the　Syr　Darya　Delta　from　the　13th　to　15th

centuries　associated　with　river　course　change，　which　resulted　in　severe

declines　of　the　Aral　Sea　lake　level　in　the　13th　to　15th　centuries．　The　warm

and　dry　c｝imate　in　early　medieval　times　might　have　accelerated　the

development　of　agricultural　and　trading　activities，　and　consequently

contributed　to　the　fiourishing　of　the　area，　especially　oasis　cities　in　the　Syr

Darya　basin　of　western　Turkestan　frorr｝　the　7th　to　13th　centuries．　Also，　the

cold　and　wet　climate　in　the　LIA，　might　have　affected　the　declines　of　oasis

cities　aRd　the　increase　of　nomadic　activities．　Places　and　populations　of

nomadic　groups　identified　by　historical　documents　shows　tkat　Romadic

groups　expanded　their　activities　in　the　area　newly　covered　by　grass．　Tkese

outcomes　demonstrate　that　ecosystems　in　Central　Eurasia　have　a　wide

variatioR，　but　have　fluctuated　due　to　climate　change．　Social　flexibility，　such

as　high　mobllity　and　subsistence　complex　patterns　were　major　ways　of

adaptation　to　this　environment．　Also，　societal　mobility　sometimes　reduced

societal　conflicts．

　　After　a　long　traRsition　marl〈ed　by　the　rise　and　fall　of　various　ethnic

groups　and　countries，　a　secure　and　definite　border　divided　the　region
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between　Russia　aRd　Qing　in　the　18th　century．　At　the　same　time，　the　people

of　the　area　experienced　a　great　change　in　their　lifestyle，　caused　by　the

introduction　of　modern　agriculture，　Tke　settlement　policy　and

collectivization　of　the　agricultural　sector　from　1929　triggered　serious　social

confusion　in　1〈azal〈hstan，　resuking　in　the　loss　of　a　large　number　of　nomadic

populations．　Under　the　“transformation　of　nature”　ideology　of　the　Soviet

URion，　Kazakhstan　was　forced　to　become　one　of　the　major　crop　production

areas　in　the　Soviet　Unlon，　causing　excessive　development，　which　ignored

environmental　capacity　and　exerted　significant　impact　on　the　area　ln

addition，　these　development　policies　were　app｝ied　in　a　fashion　that　ignored

and　destroyed　traditional　social　sys£ems．　Especially，　the　newly　applied

production　system　including　the　division　of　labor，　together　with　the

migration　of　skilled　peoples　from　otker　countries　as　leaders　for　collective

farms，　prevented　the　accum“lation　of　agricultural　knowledge，　and　also

caused　the　loss　of　traditional　knowledge　on　Bomadic　pastoralism　and　the

subsistence　complex．　Moreover，　societal　confusion　caused　by　the　coliapse　of

the　Soviet　Union　implies　that　societal　flexibility　in　the　area　could　be　a　very

important　factor　in　the　resilience　of　society　to　both　natural　and　societal

impacts．　This　is　oRe　of　the　keys　to　understanding　contemporary

environmenta｝　issues　in　Central　Eurasia．

　　We　can　also　see　a　similar　societal　fiexibility　or　high　mobility　in　“sea

nomads”　in　South　East　Asian　islands．　Societal　flexibility　is　thus　one　of　the

key　concepts　for　understanding　the　resilience　of　a　society．

BoJibmeB」（cTcKas　B」iacTb　vc［　roJioJl　1921－1922　rr．

KAJIKAWA　Shinichi

　　HecMoTpfi　Ha　To，　gTo　rolioll　1921－22　rr．　6bm　ollHoM　pf3　caMbix

TparllTlecKvlx　EBfieHvfth　B　Poccvava，　B　coBeTcKoth　vfcTopmorpatpvfvf　DTa　TeMa

6bma　paccMoTpeHa　HexlocTaTogHo　v｛　Ra）Ke　B　HacToffluee　BpeMfl
vaccllegoBaeTcfi　rollom　1921－1922　iT．　MeHbuie　ueM　ero　1932－1933　rr．　Ka＞KeTca
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coBeTcKoth　vacTopv｛orpaopvfy｛　B　06meM　cuutTaeTcx　eJI4vaHcTBeHHblM
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